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NEWS LETTER
認定司書誕生企画！

須賀川初！！

～認定司書・小針さんのある一日～

教えて小針さん

8:30 朝の打ち合わせ（情報共有）

9:00 開館

どうして図書館で働こうと思ったのですか？

司書
貸出・返却のほかに、イベント
や展示、資料の管理や調べ物の
サポートなど、人と本(情報)を
つなげるお仕事。

認定司書
長年積み重ねた経験や知識・技能を、
日本図書館協会に認められた司書。
全国で１７６名が認定を受けている。

臨時職員で働いていたとき、図書館って
面白いなー！と思い、長く働き続けたいと思った
からです。

認定司書を目指すようになったきっかけは？

岩瀬図書館勤務時、当時の先輩司書たちに勧め
られたので資格取得を目指しました。

どんな時にやりがいを感じますか？

展示などで紹介した本が貸出されたときや、
「この本面白かったよ」と紹介して頂いたとき、
利用者の方が探している本・情報を見つけられた
ときです。

どんな図書館にしていきたいですか？

疲れたときやふとしたときに、
「あ、図書館行こう」と思ってもらえるところ。
図書館って面白いな、と思ってもらえる場所に
なると良いし、なっているならそれを継続して
いきたいです。

認定司書取得を機に、司書という仕事の面白さ、
図書館の面白さをお伝えしていきたいなと思い
ます。みなさんが図書館で借りて面白かった本
もぜひ教えてください！

司書って何？
認定司書って？

10:00 メール確認・返信、文書確認

11:00 カウンター業務

12:00  昼食

13:00 ミーティング

15:00 選書会

16:00 本の発注業務

その他に、本を探す（棚にあるはずなのにない）、
電話・来客対応、外出、イベント打合せ、事業準備、
書評作成、本のポップ作成、フロア巡視など
行っています。
さらにその合間に休憩も取ります。

ここで、図書館で受け入れる
資料を決めます。

退勤 お疲れ様でした！

おはようございます！

小針さん認定

(第71号)

おはなし会
などもやります。

17：15

8：15 出勤
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住所：須賀川市中町４－１須賀川市民交流センターｔｅｔｔｅ（てって）内

電話：０２４８－７５－３３０９

開館日：月・水～土９：００～２０：００、日・祝９：００～１８：００

休館日：毎週火曜日、特別整理期間、年末年始(12月29日～1月3日)

本の予約・リクエストはお近くの

図書館スタッフまでお声がけください。

市内に在住・在勤・在学で、図書館

利用者カードを持っている方が利用

できます。登録方法などは図書館

カウンターまでお問合せください。

笑えて、時にはふと考えさせられて…

三浦さんの熱量全開なエッセイ集。小説とは

違う三浦節を堪能してみませんか？

三浦 しをん∥著 集英社

『しんがりで寝ています』

3階 作家 914.6/ミ

地元・福島空港も含め、全国60か所の空港情報

や飛行機の撮影ポイントなどが掲載され、旅心が

刺激される1冊です。

Ａ☆50 Ａkira Igarashi∥著 イカロス出版

『ニッポン全国空港放浪記
～空港ヒコーキ絶景ガイド』

3階 乗り物と移動 743/エ

イベントや展示の

最新情報はtetteの

インスタグラムで

発 信 中 で す ！

北の孤島チロヌップで暮らすきつねの親子の愛情

や絆の深さ、戦争によって翻弄される悲哀を描い

た平和への祈りが込められた物語です。

たかはし ひろゆき∥文・絵 金の星社

『チロヌップのきつね』

２階 えほん 913/タ

松平定信公はしばしば領内各地に足を運ぶお殿様だったそうで、領内巡回中須賀川に立ち寄った定信公が才能

を見出したのが亜欧堂田善。この時田善先生40代後半。その後西洋画や銅版画の技術を学ぶため江戸へ。五十

路近くで新しい土地で新しいことを習得した田善先生すごいなぁ…定信公が登場する今年の大河ドラマ。ちょっ

とでいいから田善先生も出ないかなぁと思う日々です。

https://web.d-library.

jp/sukagawa/

須賀川市電子図書館のおすすめ本を紹介します。電子書籍の貸出や返却が

スマートフォンやタブレット、パソコン等からインターネットで利用できます。

これから食欲の秋。食べ物に関する昔話はいかが

ですか？イタリアのあまり聞いたことのない昔話

４話が入った読みやすい本です。この秋の１冊に

どうぞ・・・。

剣持 弘子∥訳・再話 剣持 晶子∥絵 こぐま社

『カテリネッラとおにのフライパン』

2階 ものがたり ９70／カ

俳句αあるふぁ編集部∥編

毎日新聞出版

『暮らしの歳時記365日』

一般書

落合由佳∥作、井田千秋∥絵

『ぼくらのお祝いごはん』

児童書

一日一句ずつ、日々の暮らし
を詠んだ俳句を鮮やかな
写真と一緒にお届けします。

講談社

先輩のために和食を作る
ことになった和と心春。
でも、和食って何を作れば
いいんだろう？


